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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセルペダルを備える前壁に回動可能に備えたストッパーアームは、付設する復元ス
プリングの復元力で通常は前壁の止棒位置に留まり、且つ前記ストッパーアームに付設す
るストッパーは前記アクセルペダルに連結するアクセルアームと前記前壁の間位置に有っ
て、前記アクセルペダルはロック状態にあり、前記アクセルペダル傍の側壁に丁番様の線
回動部を上端に持つ押板が備えられ、前記ストッパーアームに付設する連結子と前記押板
に付設する連結片の連結孔が連結し、前記押板下端はアクセルペダル側にある事を特徴と
するセーフティペダル機構。
【請求項２】
　前記アクセルペダル側に有った前記押板下端が前記側壁側にある時、前記ストッパーア
ームは前記止棒位置から外れて前記側壁方向へ回動し、前記ストッパーは前記アクセルア
ームと前記前壁の間位置から外れ、前記アクセルアームの動きの抑えが解除され、前記ア
クセルペダルのロック状態が解放される事を特徴とする請求項１に記載のセーフティペダ
ル機構。
【請求項３】
前記アクセルペダル傍の前記押板の回動で、前記アクセルペダルのロックとロックの解除
が可能になる機構を有す事を特徴とする請求項１に記載のセーフティペダル機構。
【請求項４】
前記押板は丁番様の線回動部を上端に有し床に触れない長さを持ち、回動する事で前記ア
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クセルペダルのロックとロックの解除が可能になる機構を有す事を特徴とする請求項１に
記載のセーフティペダル機構。
【請求項５】
前記押板の線回動部が前記アクセルペダルに乗せた足と床で成す傾斜角度と同様の傾斜角
度を持ち、回動する事で前記アクセルペダルのロックとロックの解除が可能になる機構を
有す事を特徴とする請求項１に記載のセーフティペダル機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
アクセルペダルの誤踏を未然に防止する。
【背景技術】
【０００２】
高齢ドライバーによるブレーキペダルとアクセルペダルの踏み違いで誘発される事故が多
数報告され大きな社会問題となっている、アクセルペダルの踏み違い時の加速抑制システ
ムや、アクセルペダルの誤踏等の衝突防止の自動ブレーキシステム等が誤踏対応策と考え
られているが、いずれも誤踏後の対応策で並列するペダルの誤踏は必然的な要素を抱えて
おり、誤踏が解決できる術が喫緊の課題策として望まれるが、いずれのどの文献にも誤踏
未然防止策は見当たらない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２６４６７８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
ブレーキペダルとアクセルペダルの誤踏を未然に防止する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　　本発明のセーフティペダル機構では、運転席前のアクセルペダルを備える前壁の前記
アクセルペダル傍に回動可能なストッパーアームを備え、前記運転席横のドアーから前記
前壁に繋がる側壁の前記アクセルペダル傍の上方位置に丁番様の線回動部を上端に持つ押
板を備え、前記ストッパーアームは通常は付設する復元スプリングの復元力で前壁の止棒
位置に留まり、且つ前記ストッパーアームに付設するストッパーが前記アクセルペダルに
連結するアクセルアームと前記前壁の間位置に有って前記アクセルペダルはロック状態に
、前記ストッパーアームの連結子と前記押板の連結片の連結孔が連結され、前記押板下端
は前記アクセルペダル側にある機構を特徴とする。
【０００６】
　　本発明のセーフティペダル機構では、前記アクセルペダル側に有った前記押板下端が
前記側壁側にある時、前記ストッパーアームは前記止棒位置から外れ前記側壁方向へ回動
し、前記ストッパーは前記アクセルアームと前記前壁の間位置から外れ、前記アクセルア
ームの動きの抑えが解除され、前記アクセルペダルのロック状態が解放される機構を有す
る事を特徴とする。
【０００７】
本発明のセーフティペダル機構では、前記アクセルペダル傍の前記押板の回動で、前記ア
クセルペダルのロックとロックの解除が可能になる機構を有す事を特徴とする。
【０００８】
本発明のセーフティペダル機構では、前記押板は丁番様の線回動部を上端に有し床に触れ
ない長さを持ち、回動する事で前記アクセルペダルのロックとロックの解除が可能になる
機構を有す事を特徴とする。
【０００９】
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　　本発明のセーフティペダル機構では、前記押板の線回動部に前記アクセルペダルに乗
せた足と前記床で成す傾斜角度と同様の傾斜角度を持ち、回動する事で前記アクセルペダ
ルのロックとロックの解除が可能になる機構を有す事を特徴とする。
【００１０】
　　本発明のセーフティペダル機構では、前記押板の回動で電気回路が制御され、前記ア
クセルペダルのロックとロックの解除が可能になる機構を有す事を特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
アクセルペダルは通常ロックされ踏み込み出来ない。
ロックされたアクセルペダルに軽く乗せた足の横先でアクセルペダル傍の押板を側壁方向
に押す事でロックが解除される。
足の横先で押板を側壁方向へ押してアクセルペダルの踏み込み操作をする。
押板を側壁方向へ押して踏み込み操作する足をアクセルペダルから外すと、アクセルペダ
ルは踏み込む前の状態に復元し、同時に押板も押される前の状態に復元し、ストッパーが
アクセルアームと前壁の間位置に復元しアクセルアームの動きが抑えられ、アクセルペダ
ルは踏み込まれる前のロック状態に復元する。
【００１２】
押板を側壁方向に押さずにアクセルペダルの踏み込みは出来ず、ブレーキペダルと誤って
アクセルペダルを踏んでも、ロックされているアクセルペダルは踏み込めない。
いかなる時もアクセルペダルから足が外れた時点で、アクセルペダルの復元とストッパー
がアクセルアームと前壁の間位置に復元する事でアクセルペダルは自動的にロックされ、
ブレーキペダルとアクセルペダルの誤踏は未然に防止出来る。
【００１３】
アクセルペダルを踏み込み操作する足の横先が押板から外れてもアクセルペダルの操作は
継続出来る、これは踏み込まれているアクセルアームの側面にストッパーの端面が接しス
トッパーアームは復元せず、連結する押板は足で押された状態を継続する為である。
【００１４】
アクセルペダルを踏みつけてから足の横先で押板を押してもアクセルペダルは動かない、
これはアクセルペダルを踏みつける事でアクセルアームがストッパーを前壁側に押し付け
、ストッパーが動けず連結する押板が動かない為である。
【００１５】
アクセルペダルに軽く乗せた足の横先でアクセルペダル傍の押板を押す事でロックが解除
出来踏み込みが可能になる。
漫然とアクセルペダルを踏み込み操作する場合と異なり、明確な意志と行為の複合操作で
あり、運転操作中に複合操作が困難となる時アクセルペダルの操作は継続出来ず、運転を
中断する事により事故の誘因を抑止する。
【００１６】
運転不慣れな人、認知機能障害や運動機能障害等で運転を控えるべき人等がやむなく運転
する時、いかなる時もアクセルペダルから足が外れた時点で、自動的にアクセルペダルは
ロックされ、ブレーキペダルとアクセルペダルの誤踏による事故の誘発は未然に防止でき
る。
【００１７】
顔を後ろに回しての後退運転時や、顔を窓から出し車外物との対応時等で正しい運転姿勢
が維持出来ず、ブレーキペダルから足が外れ不意にアクセルペダルを踏んでもロックされ
たアクセルペダルは動かない。
ブレーキペダルを踏む為にアクセルペダルから足が外れた時点で、アクセルペダルはロッ
クされロックしたアクセルペダルは不意に踏み込まれても動かず、突発的な動きは発生し
ない。
【００１８】
運転する人が体調不良に陥り車両を通行の邪魔にならず安全確保出来る道路傍に停車後、
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意識が喪失した後に足がアクセルペダルに触れて押しても停車の為アクセルペダルから足
を外した時点で、アクセルペダルはロックされており足がアクセルペダルを押しても動か
ず暴走は未然に防止できる。
【００１９】
押板の操作負荷力を調節する事で認知力低下や運動機能低下した人等の運転が抑止され、
押板の回動が出来ないようにロック状態に固定すると無断の運転防止策となる。
【００２０】
狭い通学路を走行する車が、速度を落として慎重に運転している時障害物等に接触し慌て
た運転でアクセルペダルから足を外し、ブレーキペダル操作する時誤ってアクセルペダル
を踏んでしまった・・・・・・・・。
アクセルペダルから足を外した時点でアクセルペダルはロックされブレーキペダルと誤っ
てアクセルペダルを踏んでも動かず、ブレーキペダルを改めて踏む事で学童を巻き込む様
な悲惨な事故は未然に防止できる。
【００２１】
走行中に前の車両との車間距離が狭まり速度調整の為ブレーキペダルを踏む時、アクセル
ペダルから外した足が誤ってアクセルペダルを踏むと、アクセルペダルから足が外れた時
点でアクセルペダルはロックされる。
誤ってアクセルペダルを踏んでもロックされたアクセルペダルは踏み込めず前の車両に追
突せず、ブレーキペダルを改めて踏み安全運転を継続できる。
【００２２】
アクセルペダルの誤踏で自動車の予期せぬ動きに動転驚愕し次の対応がとれず、体が固ま
りアクセルペダルから足が外せず、さらにアクセルペダルを押し付ける動きとなりハンド
ルを硬く握り込み防御体制になることで最悪の状態を想像してしまう。
誤ってアクセルペダルを踏んでも、アクセルペダルが動かなければ何の変化も生じず普段
通りの判断で操作ができ、誤踏による事故原因は未然に防止でき悲惨な事故の減少に寄与
出来る。
セーフティペダル機構は簡易な構造で、現走する車両にも後付けが可能で事故の誘因にな
るアクセルペダルの誤踏が未然に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】アクセルペダルがロックされた正面図
【図２】ロックが解除されアクセルペダルが踏み込まれた正面図
【図３】アクセルペダルがロックされた平面図
【図４】ロックが解除されアクセルペダルが踏み込まれた平面図
【図５】アクセルペダルがロックされた側面図
【図６】ロックが解除されアクセルペダルが踏み込まれた側面図
【発明を実施するための形態】
【００２４】
以下本発明に係る実施例を図面に基づき説明するが、本発明はこの実施例に限定されるも
のではない。
【実施例】
【００２５】
図１は押板１の下端がアクセルペダル２側にあって、押板１に付設する連結片１５の連結
孔７と前壁１１に備えたストッパーアーム４の連結子６が連結している。
ストッパーアーム４は前壁１１に回動可能に設けられ、付設する復元スプリング１４の復
元力で前壁１１に設けられた止棒１３位置に留まり、且つ付設するストッパー５がアクセ
ルペダル２に連結するアクセルアーム３と前壁１１の間位置に有ってアクセルアーム３の
動きが抑えられ、アクセルペダル２はロック状態にある正面図。
【００２６】
図２は押板１の下端が側壁１０側にあって、押板１に付設する連結片１５の連結孔７が連
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結子６を側壁方向へ引き、ストッパーアーム４は側壁１０方向に回動している。
ストッパーアーム４に付設したストッパー５がアクセルアーム３と前壁１１の間位置から
外れアクセルアーム３の動きの抑えが解除され、アクセルペダル２のロックが解除されア
クセルペダル２が踏み込まれている正面図。
【００２７】
図３は押板１の下端がアクセルペダル２側に有って連結片１５の連結孔７とストッパーア
ーム４の連結子６が連結している、アクセルアーム３と前壁１１の間位置にストッパー５
が有ってアクセルアーム３の動きが抑えられアクセルペダル２がロック状態にある平面図
。
【００２８】
図４は押板１の下端が側壁１０側に有って連結片１５の連結孔７が連結子６を側壁１０方
向へ引き、ストッパーアーム４は側壁１０方向へ回動し、ストッパー５がアクセルアーム
３と前壁１１の間位置から外れアクセルアーム３の動きの抑えが解除されアクセルペダル
２のロック状態が解放されアクセルペダル２が踏み込まれている平面図。
【００２９】
図５は押板１の丁番様の線回動部８がアクセルペダル２に乗せた足と床１２で成す傾斜角
度と同じ傾斜角度を持って側壁１０に設けられ、前壁１１とアクセルアーム３の間位置に
ストッパー５が有ってアクセルアーム３の動きが抑えられアクセルペダル２はロック状態
にある側面図。
【００３０】
図６は押板１の下端が側壁１０側に有って連結子６を側壁１０方向に引き、ストッパー５
がアクセルアーム３と前壁１１の間位置から外れ、アクセルアーム３の動きの抑えが解除
されアクセルペダル２のロック状態が解放され、アクセルペダル２が踏み込まれ、アクセ
ルアーム３が前壁１１方向へ押されている側面図。
 
 
 
 
 
 
                                                    
【符号の説明】
【００３１】
１　　押板
２　　アクセルペダル
３　　アクセルアーム
４　　ストッパーアーム
５　　ストッパー
６　　連結子
７　　連結孔
８　　押板線回動部
９　　ストッパーアーム回動部
１０　側壁
１１　前壁
１２　床
１３　止棒
１４　復元スプリング
１５　連結片
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【要約】　　　（修正有）
【課題】ブレーキペダルとアクセルペダルの誤踏を未然に防止する。
【解決手段】運転席前の前壁のアクセルペダル傍に回動可能なストッパーアームを備え、
付設するストッパーがアクセルペダルに連結するアクセルアームをロックしアクセルペダ
ルはロック状態に、アクセルペダル傍の側壁に丁番様の線回動可能な押板を備え、押板と
ストッパーアームは連結され押板はアクセルペダル側に回動状態に、押板が側壁方向に回
動するとストッパーはアクセルア―ムのロックを解除しアクセルペダルのロックが解除、
押板の回動でアクセルペダルのロックとロック解除が可能になり、ロックされたアクセル
ペダルは誤って踏まれても動かず、ブレーキペダルとアクセルペダルの誤踏は未然に防げ
る。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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